
◯北海道警察における 障 がいを理由とする差別の解 消 の推進に関する対応要 領
ほっかいどうけいさつ しょう り ゆう さ べつ かいしょう すいしん かん たいおうようりょう

を定める訓令
さだ くんれい

北海道警察本部訓令第11号
ほっかいどうけいさつほん ぶ くんれいだい ごう

平 成 2 8 年 ３ 月 2 3 日
へい せい ねん がつ にち

改正 令和２年３月27日警察本部訓令第13号、令和６年３月21日第16号
かいせい れい わ ねん がつ にちけいさつほん ぶ くんれいだい ごう れい わ ねん がつ にちだい ごう

北海道警察における 障 がいを理由とする差別の解 消 の推進に関する対応要 領 を定め
ほっかいどうけいさつ しょう り ゆう さ べつ かいしょう すいしん かん たいおうようりょう さだ

る訓令を次のように定める。
くんれい つぎ さだ

北海道警察における 障 がいを理由とする差別の解 消 の推進に関する対応要 領 を
ほっかいどうけいさつ しょう り ゆう さ べつ かいしょう すいしん かん たいおうようりょう

定める訓令
さだ くんれい

（趣旨）
しゅ し

第１ 条 この訓令は、 障 害を理由とする差別の解 消 の推進に関する法律（平成25年法
だい じょう くんれい しょうがい り ゆう さ べつ かいしょう すいしん かん ほうりつ へいせい ねんほう

律第65号。第８ 条 第１項において「法」という。）第10 条 第１項の規定に基づき、同法第
りつだい ごう だい じょうだい こう ほう だい じょうだい こう き てい もと どうほうだい

７ 条 に規定する事項に関し、 職 員（北海道警察に勤務する 職 員をいい、会計年度任
じょう き てい じ こう かん しょくいん ほっかいどうけいさつ きん む しょくいん かいけいねん ど にん

用 職 員及び臨時的任用 職 員並びに非 常 勤 職 員を含む。以下同じ。）が適切に対応す
ようしょくいんおよ りん じ てきにんようしょくいんなら ひ じょうきんしょくいん ふく い か おな てきせつ たいおう

るために必要な事項を定めるものとする。
ひつよう じ こう さだ

（定義）
てい ぎ

第２ 条 この訓令において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定め
だい じょう くんれい つぎ かくごう かか よう ご い ぎ とうがいかくごう さだ

るところによる。

⑴ 障 がい 身体 障 害、知的 障 害、精神 障 害（発達 障 害及び高次脳機能 障 害を含
しょう しんたいしょうがい ち てきしょうがい せいしんしょうがい はったつしょうがいおよ こう じ のう き のうしょうがい ふく

む。）その他の心身の機能の 障 害（難 病 等により起因する 障 害を含む。）をいう。
た しんしん き のう しょうがい なんびょうとう き いん しょうがい ふく

⑵ 障 がい者 障 がいがある者であって、 障 がい及び社会的 障 壁により継続的に日
しょう しゃ しょう もの しょう およ しゃかいてきしょうへき けいぞくてき にち

常 生活又は社会生活に相当な制限を受ける 状 態にある者をいう。
じょうせいかつまた しゃかいせいかつ そうとう せいげん う じょうたい もの

⑶ 社会的 障 壁 障 がいがある者にとって日 常 生活又は社会生活を 営 む上で 障 壁
しゃかいてきしょうへき しょう もの にちじょうせいかつまた しゃかいせいかつ いとな うえ しょうへき

となるような社会における事物、制度、慣行、観念その他一切のものをいう。
しゃかい じ ぶつ せい ど かんこう かんねん た いっさい

（不当な差別的取 扱 いの禁止）
ふ とう さ べつてきとりあつか きん し

第３ 条 職 員は、その担当する事務を 行 うに当たり、 障 がいを理由として 障 がい者
だい じょう しょくいん たんとう じ む おこな あ しょう り ゆう しょう しゃ

でない者と不当な差別的取 扱 いをすることにより、 障 がい者の権利利益を侵害しては
もの ふ とう さ べつてきとりあつか しょう しゃ けん り り えき しんがい

ならない。

（合理的配慮の提 供 ）
ごう り てきはいりょ ていきょう

第４ 条 職 員は、その担当する事務を 行 うに当たり、 障 がい者から現に社会的 障 壁
だい じょう しょくいん たんとう じ む おこな あ しょう しゃ げん しゃかいてきしょうへき

の除去を必要としている旨の意思の 表 明があった場合において、その実施に 伴 う負担
じょきょ ひつよう むね い し ひょうめい ば あい じっ し ともな ふ たん

が過 重 でないときは、 障 がい者の権利利益を侵害することとならないよう、当該 障
か じゅう しょう しゃ けん り り えき しんがい とうがいしょう

がい者の性別、年齢及び 障 がいの 状 態に応じて、社会的 障 壁の除去の実施について
しゃ せいべつ ねんれいおよ しょう じょうたい おう しゃかいてきしょうへき じょきょ じっ し

必要かつ合理的な配慮（以下「合理的配慮」という。）の提 供 をしなければならない。
ひつよう ごう り てき はいりょ い か ごう り てきはいりょ ていきょう

（所属 長 の責務）
しょぞくちょう せき む

第５ 条 所属 長 は、前２ 条 に規定する事項に関し、 障 がいを理由とする差別の解 消
だい じょう しょぞくちょう ぜん じょう き てい じ こう かん しょう り ゆう さ べつ かいしょう

を推進するため、次に掲げる措置を講じなければならない。
すいしん つぎ かか そ ち こう

⑴ 日 常 の執務を通じた指導により、その監督する 職 員の 注 意を喚起し、及び 障 が
にちじょう しつ む つう し どう かんとく しょくいん ちゅう い かん き およ しょう

いを理由とする差別の解 消 に関する認識を深めさせること。
り ゆう さ べつ かいしょう かん にんしき ふか

⑵ 障 がい者及びその家族その他の関係者（第７ 条 第１項において「 障 がい者等」
しょう しゃおよ か ぞく た かんけいしゃ だい じょうだい こう しょう しゃとう

という。）から不当な差別的取 扱 い、合理的配慮の不提 供 に対する相談、苦 情 の
ふ とう さ べつてきとりあつか ごう り てきはいりょ ふ ていきょう たい そうだん く じょう



申 出等があった場合に、速やかにその 状 況 を確認すること。
もうし で とう ば あい すみ じょうきょう かくにん

⑶ 合理的配慮の必要性が確認された場合に、その監督する 職 員に対し、合理的配慮
ごう り てきはいりょ ひつようせい かくにん ば あい かんとく しょくいん たい ごう り てきはいりょ

の提 供 を適切に 行 うよう指導すること。
ていきょう てきせつ おこな し どう

２ 所属 長 は、障 がいを理由とする差別に関する問題が 生 じた場合には、迅速かつ適切
しょぞくちょう しょう り ゆう さ べつ かん もんだい しょう ば あい じんそく てきせつ

にこれに対処しなければならない。
たいしょ

（ 懲 戒処分等）
ちょうかいしょぶんとう

第６ 条 職 員が、 障 がい者に対し不当な差別的取 扱 いをし、又は過 重 な負担がない
だい じょう しょくいん しょう しゃ たい ふ とう さ べつてきとりあつか また か じゅう ふ たん

にもかかわらず合理的配慮の不提 供 をした場合は、その態様等によっては、 職 務 上
ごう り てきはいりょ ふ ていきょう ば あい たいようとう しょく む じょう

の義務に違反し、又は 職 務を 怠 った場合等に該当し、 懲 戒処分等に付されることが
ぎ む い はん また しょく む おこた ば あいとう がいとう ちょうかいしょぶんとう ふ

ある。

（相談体制の整備）
そうだんたいせい せい び

第７ 条 障 がい者等からの警察相談（北海道警察相談取 扱 規程（平成13年北海道警察
だい じょう しょう しゃとう けいさつそうだん ほっかいどうけいさつそうだんとりあつかい き てい へいせい ねんほっかいどうけいさつ

本部訓令第10号）第１ 条 に規定する警察相談をいう。第２項において同じ。）に対応
ほん ぶ くんれいだい ごう だい じょう き てい けいさつそうだん だい こう おな たいおう

するための相談窓口（以下この 条 において「相談窓口」という。）においては、 障 が
そうだんまどぐち い か じょう そうだんまどぐち しょう

い者の性別、年齢、 状 態等に配慮するとともに、対面のほか、手紙、電話、ファクシ
しゃ せいべつ ねんれい じょうたいとう はいりょ たいめん て がみ でん わ

ミリ、電子メールその他 障 がい者が他人とコミュニケーションを図る際に必要となる
でん し た しょう しゃ た にん はか さい ひつよう

多様な手段を、可能な範囲で用意して対応するものとする。
た よう しゅだん か のう はん い よう い たいおう

２ 相談窓口に寄せられた警察相談については、相談者のプライバシーに配慮しつつ関係
そうだんまどぐち よ けいさつそうだん そうだんしゃ はいりょ かんけい

者間で 情 報 共 有を図り、以後の警察相談において活用するものとする。
しゃかん じょうほうきょうゆう はか い ご けいさつそうだん かつよう

３ 相談窓口については、必要に応じ、 充 実を図るよう努めるものとする。
そうだんまどぐち ひつよう おう じゅうじつ はか つと

（研 修 及び啓発）
けんしゅうおよ けいはつ

第８ 条 警務部 長 は、 障 がいを理由とする差別の解 消 の推進を図るため、 職 員に対
だい じょう けい む ぶ ちょう しょう り ゆう さ べつ かいしょう すいしん はか しょくいん たい

し、法の 周 知、 障 がい者から 話 を聞く機会を設ける等必要な研 修 及び啓発を 行 う
ほう しゅう ち しょう しゃ はなし き き かい もう とうひつよう けんしゅうおよ けいはつ おこな

ものとする。

２ 前項に規定する研 修 は、次の各号に掲げる 職 員に対し、それぞれ当該各号に定める
ぜんこう き てい けんしゅう つぎ かくごう かか しょくいん たい とうがいかくごう さだ

内容について実施するものとする。
ないよう じっ し

⑴ 新たに 職 員となった者 障 がいを理由とする差別の解 消 に関する基本的な事項
あら しょくいん もの しょう り ゆう さ べつ かいしょう かん き ほんてき じ こう

⑵ 新たに所属 長 となった者 障 がいを理由とする差別の解 消 等に関して求められ
あら しょぞくちょう もの しょう り ゆう さ べつ かいしょうとう かん もと

る役割
やくわり

３ 第１項に規定する啓発は、 障 がいの特性を理解させるとともに、 障 がい者の性別や
だい こう き てい けいはつ しょう とくせい り かい しょう しゃ せいべつ

年齢等にも配慮した適切な対応に必要な事項について実施するものとする。
ねんれいとう はいりょ てきせつ たいおう ひつよう じ こう じっ し

附 則
ふ そく

この訓令は、平成28年４月１日から施行する。
くんれい へいせい ねん がつ にち し こう

附 則（令和２年警察本部訓令第13号）
ふ そく れい わ ねんけいさつほん ぶ くんれいだい ごう

この訓令は、令和２年４月１日から施行する。
くんれい れい わ ねん がつ にち し こう

附 則（令和６年警察本部訓令第16号）
ふ そく れい わ ねんけいさつほん ぶ くんれいだい ごう

この訓令は、令和６年４月１日から施行する。
くんれい れい わ ねん がつ にち し こう


